
〔下
略
〕

決
談

（
昭
和
十
年
六
月
四
日
『
東
京
日
日
新
間
』）

の
六
十
二
氏
が
署
名
し
た
決
談
を
な
し
新
―帝
院
と
の
絶
縁
を
啓
朋
、
文
部
営

局
不
信
任
の
巨
弾
を
放
つ
と
同
時
に
美
術
界
空
前
の
大
衆
運
動
を
起
し
た
、

一
方
梢
報
に
接
し
た
文
部
裳
局
は
極
度
に
狼
狽
し
て
添
田
政
務
次
官
は
午
後

四
時
半
文
相
官
邸
に
赤
間
専
門
學
務
局
長
、
和
田
東
京
美
術
駆
校
長
を
招
き

協
議
し
た
が
、
何
等
ま
と
ま
ら
ず
、
箪
に
来
る
十
日
開
佃
豫
定
の
新
帝
院
會

員
総
會
を
延
期
し
て
切
り
崩
し
策
に
出
る
こ
と

に
な
っ

た
、
絶
縁
を
投
明
し

た
菖
帝
展
洋
聾
無
鑑
査
の
諸
氏
は
今
後
新
圏
憫
を
形
成
、

＿帝
展
に
到
し
在
野

園
腔
の
地
位
を
確
保
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
、
な
ほ
決
議
文
は
印
刷
し
て
文

部
省
は
じ
め
美
術
制
係
各
方
面
に
配
布
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
涵
洲
旅
行

中
の
熊
岡
美
彦
、
高
間
惣
七
氏
等
の
東
光
會
の
同
人
を
除
く
藉
帝
股
審
査
、

無
鑑
査
、
特
選
級
全
部
が
不
出
品
同
盟
を
結
ん
だ
こ
と
と
な
る

今
度
の
帝
展
改
組
は
些
々

た
る
世
俗
の
風
評
に
動
か
さ
れ
、
既
に
政

府
が
認
め
た
る
一
園
の
最
高
美
術
機
閥
に
何
等
の
諮
る
と
こ
ろ
も
な

＜
‘

-
朝
に
し
て
美
術
振
典
に
剥
す
る
宜
紹
と
歴
史
と
を
蹂
蹟
し
た

暴
畢
と
思
ひ
ま
す
、
故
に
私
逹
は
か
A

る
信
頼
を
置
く
能
は
ざ
る
組

織
の
下
に
開
催
さ
れ
る
股
究
會
に
は
、
今
後
一
切
私
逹
の
制
作
を
出

品
し
な
い
こ
と
に
致
し
ま
す

不
出
品
同
盟
の
成
立
に
よ
り
、
和
田
英
作
は
非
常
に
困
難
な
立
場
に
立
た
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
各
方
面
か
ら
の
攻
撃
の
矢
面
に
立
ち
な
が
ら
、
反

対
派
の
慰
撫
に
奔
走
し
た
．o

嵐
の
よ
う
な
騒
動
の
中
で
六
月
十
四
日
、
本
校
会
議
室
に
於
い
て
帝
国
美
術

院
の
総
会
が
開
か
れ
、
次
い
で

二
十
九
日
に
学
士
院
で
再
び
総
会
が
開
か
れ
、

さ
ら
に
種
々
の
協
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
帝
展
の
無
鑑
査
資
格
者
は
帝
国
美
術

院
会
員
、
同
参
与
、
旧
帝
展
に
於
け
る
受
賞
者
、
帝
国
美
術
院
が
指
定
し
た
者

の
四
種
を
含
む
も
の
と
し
、
展
覧
会
は
樅
年
交
替
制
度
（
日
本
画
と
洋
画
は
隔

年
に
あ
る
い
は
春
と
秋
に
分
け
て
開
催
す
る
。
彫
刻
は
和
風
彫
刻
と
洋
風
彫
刻

に
分
け
て
同
じ
く
交
替
し
て
開
催
す
る
。
工
芸
は
毎
年
開
催
す
る
。
）
に
よ
っ

て
開
く
こ
と
と
し
た
。
そ
の
第
一
回
展
は
翌
十
一
年
春
に
開
か
れ
、
日
本
画
、

和
風
彫
刻
、
工
芸
の
み
が
出
陳
さ
れ
た
。
H
本
美
術
院
の
主
要
作
家
や
川
端
龍

子
も
出
品
し
た
た
め
、
確
か
に
帝
展
の
面
目
は
一
新
し
た
が
、
同
年
六
月
の
平

生
（
鋲
一―一
郎
）
文
相
に
よ
る
再
改
革
に
よ
り
、
展
覧
会
が
文
部
省
主
催
に
変
更

し
、
再
ぴ
騒
動
が
起
こ
っ
た
た
め
、
改
組
帝
展
は
こ
の

一
回
限
り
で
廃
止
さ

れ
、
松
田
文
相
、
正
木
匝
彦
、
和
田
英
作
ら
の
「
学
国
一
致
」
の
体
制
樹
立
桃

想
は
崩
れ
去
っ
た
。

な
お
、
松
田
改
組
は
従
来
帝
展
に
対
抗
し
て
独
自
の
立
場
を
貫
い
て
来
た
在

野
諸
団
体
の
内
部
に
深
刻
な
対
立
を
引
き
起
こ
し
、
脱
退
や
追
放
な
ど
の
事
件

が
発
生
し
た
。

⑨

正
木
記
念
館
設
立
と
正
木
直
彦
寿
像
の
寄
贈

．

昭
和
十
年
十
一
月

一
日
、
前
校
長
正
木
直
彦
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
正
木

記
念
館
の
開
節
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
校
友
会
会
報
の
記
事
(
6
9
9
頁

参
照
）
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
記
さ
れ
て
い
る
正
木
直
彦
の
寿
像

は
予
定
通
り
沼
田

一
雅
の
手
に
よ
っ
て
完
成
し
、
同
十
三
年
十
月
二
十
六
日
、

正
木
の
七
十
七
歳
の
誕
生
日
に
除
秘
式
と
沼
田

一
雅
か
ら
正
木
へ
、
正
木
か
ら

正
木
記
念
館
建
設
会
へ
、
同
会
か
ら
国
家
へ
の
賠
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
同
月
、

721 第13節 昭和 10年



正
木
記
念
館
建
設
会
は
『
正
木
記
念
館
建
設
報
告
』
を
発
行
。
そ
の
な
か
に
左

記
の
沼
田

一
雅
の
寿
像
贈
呈
の
辞
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

贈
呈
之
辞

明
治
三
十
七
年
に
、
私
は
正
木
先
生
か
ら
、
先
生
が
滞
歌
中
親
し
く
見
て

〔
マ
マ

〕

来
ら
れ
た
、
佛
國
ア
ー
プ
ル
港
の
市
長
の
像
が
オ
ー
ギ
ス
ト

・ロ

ダ
ソ
の
作

で
、
陶
製
で
あ
っ
た
が
、
非
常
に
宜
く
出
束
て
ゐ
た
。
近
世
の
日
本
に
は
燒

物
の
彫
刻
の
一艮
い
も
の
が
な
い
が
、
誰
れ
か
研
究
す
る
人
が
あ
る
と
宜
い
と

の
御
話
を
聞
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
元
来
燒
物
に
趣
味
を
持
ち
、
彫

刻
を
や
っ
て
ゐ
る
者
で
し
た
か
ら
大
に
惑
動
し
て
早
速
研
究
し
て
見
ま
せ
う

と
申
上
げ
た
ら
、
外
國
へ
行
っ
て
研
究
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
の
事
で
、
ニ

ヶ
月
も
罷
つ
か
罷
た
ぬ
中
に
、
急
に
農
商
務
省
練
習
生
と
し
て
、
渡
佛
す
る

正木記念館（記念絵はがきより）

正木記念館階上日木間（同）

事
と
な
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
佛
國
に
渡
り
、
セ
ー
プ
ル
の
國
立
陶
磁

製
作
所
に
つ
で
を
求
め
て
入
所
し
て
、
四
十
年
の
春
迄
研
究
致
し
、
大
憫
の

要
領
を
會
得
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
其
後
漸
次
研
究
し
て
参
り
ま
す
と
、

尚
意
に
滴
た
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
再
び
セ
ー
ブ
ル
に
赴
い
て
妍
究

し
て
蹄
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
後
正
木
先
生
の
御
推
薦
で
、
秩
父
宮
殿
下

の
表
町
御
殿
の
玄
閥
に
置
く
、
三
尺
位
の
獅
子
を

一
到
謹
作
し
ま
し
て
か

ら
、
製
作
に
も
燒
成
に
も
或
る
確
信
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
正
木

先
生
に
御
報
告
芳
々
御
恩
返
し
に
と
も
思
ひ
、
先
生
の
壽
像
を
作
っ
て
差
し

上
げ
度
い
と
考
へ

、
幸
に
も
先
生
の
御
許
し
を
も
得
ま
し
た
の
で
、
石
秤
の

原
型
を
作
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
丁
度
其
頃
京
都
の
國
立
陶
磁
試
験
所
の

方
へ
闘
係
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
原
型
を
持
つ
て
京
都
へ
引
越
を
い

た
し
ま
し
た
、
所
が
幸
ひ
に
も
試
験
所
長
平
野
耕
輔
先
生
が
、
正
木
先
生
の

沼田一雅作 正木直彦陶像（同）

第2窪 制度確立期 722 



古
い
御
知
己
で
あ
り
、
又
私
の
壽
像
製
作
の
話
を
聞
か
れ
て
、
大
に
同
俯
と

賛
成
を
せ
ら
れ
ま
し
て
、
試
瞼
所
で
試
瞼
的
に
等
身
の
陶
像
を
焼
い
て
見
や

う
と
云
ふ
事
に
な
り
、
約
三
ケ
年
を
紐
て
や
う
や
く
出
来
し
た
様
の
次
第
で

あ
り
ま
す
。
私
と
致
し
ま
し
て
は
、
釉
薬
の
色
や
其
他
に
ま
だ
／
＼
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
が
あ
り
、
又
彫
刻
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
尚
惹
に
満
た

ぬ
も
の
が
あ
っ
て
、
先
生
の
御
尊
容
を
表
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
か
御
受
納
を
得
ま
す
る
な
ら
ば
誠
に
幸
に
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま

⑩

依
嘱
製
作
六
曲
屏
風

昭
和
十
年
四
月
、
依
嘱
製
作
の
東
京
十
二
最
六
曲
屏
風
が
完
成
し
、
四
月
十

日
歌
舞
伎
座
に
於
け
る
東
京
市
主
催
満
洲
国
皇
帝
奉
迎
式
に
於
い
て
皇
帝
に
献

上
さ
れ
た
。
各
紙
が
こ
れ
を
大
き
く
採
り
上
げ
て
い
る
が
、
四
月
十
日
の
『
時

事
新
報
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

市
猷
上
の
屏
風
完
成

•

あ
す
皇
帝
陛
下
へ

歌
舞
伎
御
見
物
の
折
御
座
所
の
後
に
配
す

美
校
諸
赦
授
が
精
根
盪
し
た
東
京
十
二
景

す。

見
事
な
出
来
榮

御
来
訪
の
御
思
出
の
よ
す
が
に
も
と
東
京
市
が
滴
洲
國
皇
帝
陛
下
に
獣
上
す

る
東
京
十
二
景
地
板
嵌
入
六
曲
屏
風
一
双
は
、
美
術
學
校
の
諸
教
授
が
精
根

を
つ
く
し
て
そ
の
製
作
を
急
い
で
ゐ
た
が
本
九
日
見
事
に
出
来
上
り
、
明
十

日
皇
帝
陛
下
が
歌
舞
伎
御
見
物
の
折
御
座
所
の
後
に
配
し
て

一
府
御
惑
興
を

添
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
こ

の
屏
風
は
桐
、
桑
、
蒔
綸
、
鉗
金
、
鍛
金
、
彫

金
等
あ
ら
ゆ
る
美
術
工
藤
の
粋
を
集
め
て
合
作
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
六
尺

幅
二
尺
、
木
日
も
は
つ
き
り
し
た
桐
の
素
地
に
長
さ
一
尺
二
寸
五
分
、
幅
一

尺
一
寸
五
分
の
東
京
名
所
十
二
屎
を
誠
に
油
楚
に
織
り
込
み
、
こ
の
桐
地
下

方
の
蒔
給
に
は
か
す
か
に
東
京
市
の
マ
ー
ク
を
浮
か
し
て
あ
る
と
云
ふ
凝
り

方
で
、
裏
は
こ
の
表
の
浦
楚
さ
に
比
し
布
目
に
朱
塗
古
相
華
の
高
蒔
箱
を
配

し
て
ゐ
る
と
云
ふ
大
陸
味
た
っ
ぷ
り
の
も
の
で
あ
る
、
こ
の
楷
園
は
森
田

〔
武
〕
助
教
授
が
一
切
営
り
、
木
工
は
＿帝
展
で
も
特
選
を
得
て
ゐ
る
浅
草
橋

の
稲
木
春
千
里
氏
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
十
二
景
は

日
本
橋
（
深
瀬
嘉
臣
助
放
授
）
赤
坂
離
宮
（
海
野
消
教
授
）
上
野
動
物
園

（
津
田
信
夫
教
授
）
二
喧
橋
（
松
田
樅
六
助
教
授
）
楠
公
銅
像
（
丸
山
不

忘
講
師
）
湯
島
理
堂
（
六
角
紫
水
教
授
）
明
治
神
宮
（
磯
矢
阿
伎

一艮
講

師
）
識
事
堂
（
内
藤
春
治
助
教
授
）
東
京
騨
（
山
崎
登
太
郎
助
教
授
）
靖

國
神
社
（
清
水
編
蔵
教
授
）
神
宮
綸
甕
館
（
石
田
英
一
教
授
）
永
代
橘

（
高
村
豊
周
赦
授
）

が
そ
れ
人
＼
換
営
し
て
制
作
に
常
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑪

杉
田
禾
堂
と
大
阪
府
産
業
工
芸
博
覧
会

昭
和
十
年
六
月
八

H
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
大
阪
府
立
貿
易
館
で
大
阪
府
産

業
工
芸
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
「
工
芸
品
の
工
業
化、

工
業
品
の
工
芸
化
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
こ
の
初
め
て
の
博
屁
会
に
は
、
大
阪
府
商
工
技
師
に
し

て
昭
和
七
年
六
月
同
府
立
工
業
奨
励
館
工
芸
産
業
奨
励
部
の
初
代
部
長
と
な
っ

た
杉
田
禾
堂
（
精
―

-）
が
大
ぎ
な
役
割
を
果
た
し
た
。
禾
堂
は
明
治
四
十
五
年

に
鋳
造
科
を
卒
業
し
、
大
正
八
年
に
講
師
に
就
任
（
鋳
造
実
習
担
当
）
。
金
工

研
究
会
お
よ
び
元
型
の
中
心
人
物
で
、
日
本
工
芸
美
術
会
の
創
立
や
、
帝
展
第

四
部
創
設
に
も
頂
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
昭
和
二
年
、
初
の
帝
展
第
四
部
の
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